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七

二

沈
約
の
仏
教
観

石

橋

成

康

南
斉
か
ら
梁
代
に
か
け
て
士
大
夫
と
呼
ば
れ
た
知
識
人
の
仏
教
観
は
完
全
に

解
明
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
現
存
す
る
文
献
量
の
不

足
や
、
彼
等
の
仏
教
観
が
詩
や
賦
と
い
っ
た
文
学
的
体
裁
で
表
現
さ
れ
、
理
解

が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
こ
の
時

代
の
代
表
的
知
識
で
あ
る
沈
約
の
著
述
か
ら
南
朝
仏
教
の
特
質
を
探
っ
て
み
た

い
。六
朝
時
代
に
は
萢
績
に
よ
っ
て
火
が
つ
け
ら
れ
た
神
滅
・
神
不
滅
論
の
論
争

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。
萢
績
の
主
張
は

(
1
)
浮
屠
害
レ
政
、

桑
門
露
レ
俗
。

風

驚
霧

起
馳
蕩

不
レ
休
。

吾
哀
二其
弊

噛
思
レ
抵
二

其
溺

殉
夫
端
レ
財

以
赴
レ
僧

…
…
云
云

と
述

べ
る
よ
う

に
単

に
精
神

が
不
滅

か
否

か
と
問

う
た
だ
け
で
な
く
、

中
国
の

伝
統
的
価
値
観

・
倫
理
観

で
あ

る

「修
身

・
斉
家

・
治

国

・
平

天
下
」

的
立
場

か
ら
仏
教
を
批
判
し

た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
批
判

に
対
し
て
沈
約

は
、

そ
の

著

「
神
不
滅
論
」
な
ど

に
お

い
て

一
言

の
回
答

も
述

べ
て
お
ら
ず
、

よ
り
個
人

的
な
隠
世
観
か
ら
神
不
滅
を
証
明

し
よ
う
と
す
る
。

(
2
)或
朝

生
夕
須
。

或
不
レ
識
二
春
秋
殉
自
レ
斯
而
進
、

修
短
不
レ
一
。
既
有
二
其
短

納

山豆
得
レ
無
レ
長
。

虚
用
損
年
、

善
摂
増
レ
年
。

善
而

又
善

焉

得
レ
無
レ
之
。

又

不

レ
得
レ
謂
二
之
不
7
然
也
。

生
既
可
レ
天
、

則
寿
可
レ
無
レ
天
。

既
無
臭
則
生
不
レ
可

レ
極
。

こ
の
よ
う
に
養
生
に
よ

っ
て
寿
を
延
ば
そ
う
と
す
る

の
は
、

例
え
ば
竹
林

の
七

賢

の

一
人
、
稽

康
が

「修

レ
性
以
保
レ
神
。

安
レ
心
以
全
レ
身
。
」
と

述

べ
る

立
場

と
な
ん
ら
か
わ
り
は
な

い
。
稽

康
に
あ

っ
て
は

「
養
生
」

を
神
仙
説
に
求
め
、

沈
約

は
そ
れ
を
仏
教

に
求
め
た
点
に
違

い
が
あ

る
だ
け

で
あ
る
。

更
に

「
神
不

滅
論
」

に
お
い

て

(
3
)
養
レ
形

可
レ
至
二
不
朽

↓
養
レ
神
安
得
レ
有
レ
窮
。

養
レ
神

不
レ窮

不
生
不
滅
。

と
述

べ
る

よ

う

に
、

仏
教

的
立
場

に

立

っ
た

「養
神
」

に

よ

れ
ば

「
不
生
不

滅
」

を
得

る
と
述

べ
る
。

こ
の

「
不
生
不
滅
」

は
空

観
的
立
場
か
ら
の
不
生
不

滅

で
は
な
く
、

精
神

の
永
続
性

を
意
味

し
、
樒
康

が
、

(
4
)
至

二於
導
レ
養
フ得
理
、

以
尽
二性
命

↓
上
獲
二
千
余
歳

↓
下
可
レ
数
二
百
年

殉

と
述

べ
る
よ
う
に
、
神
仙
説

に
よ

っ
て
は
数
百
歳

か

ら
千
余
歳

を
得

る

に
比

べ
、
沈
約

の
神

不
滅
論

に
立
て
ば

「
不
生
不
滅
」

の
無
窮

の
境

地
が
得

ら
れ
る

と
す

る
の
で
あ

る
。
更

に
神

不
滅
論

の
最
後

で
、
「
大
聖
胎
訓
、

量
欺
レ
我
哉
」

と
述

べ
、
仏
教

に
よ
れ
ば
、
自

己
の
人
生
を
後
世

へ
と
延
命
す

る
こ
と
を
信

じ

て
疑

っ
て
い
な
い
。

し

か
し
、

こ
の
よ
う
な
養
神

"
神
不
滅

の
境
地
は
万
人

に
与

え
ら

れ
る
も

の

で
は
な

か

っ
た
。
沈
約

が

(
5
)人
品
以

上
賢
愚
殊
レ
性
、

不
二
相
窺
渉
↓
不
二
相
暁
解
幻
燕
北
越
南
。

と
述

べ
る
よ
う

に
、
仏

に
至

る
こ
と
が

で
き
る
も

の
は
賢
者

の
み
で
あ

り
、
愚

者
は
迷

い
の
中

に
取
り
残
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
神
不
滅
論

で

は

「
人
有
二
凡
聖

↓
聖
既
長
存
。

在
レ
凡
独
滅
。
」

と
述

べ
愚
者

に
と

っ
て
養
神

か
ら
神
不
滅

へ
と
至
る
道
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
。

「
形
神
論
」
に
お

い
て

(
6
)凡
人

一
念
之
時
、

七
尺
不
三
復
関
二
所
レ
念
之

地
叩
凡
人

一
念
}聖

人

一則
無
二
念

不
7
尽
。

と
述

べ
る
よ
う
に
凡
夫
に
も
萌
芽

と
し
て
仏
性

を
所
有
し

て
い
る

こ
と
を
明
ら
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か
に
し
て
は
い
る
が
、

こ
の
こ
と
か
ら
沈
約

が
全

て
の
衆
生
に
仏
性

が
あ

る
と

考
え
た
と
は
言
え
な

い
。
す
な
わ
ち
聖

に
至
る
に
は
聖
を
念
じ
凡
と
し
て
の
性

格
を
尽
く

さ
ね
ば
な
ら
ず
仏
に
至
る
に
は
少
な
く
と
も
賢

者
で
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

こ
と
は
先

に
述

べ
た
傾
向
と
同
じ
で
あ

ろ
う
。
彼

の

「郊

居
賦
」

に

惟
至
人
之
非
レ
己
、

固
物
我
而

兼

忘
。

自
二
中
智

一以

下
泊
、

威

得
レ
性

以

為

レ
場
。

と
唱
う
立
場
が
彼

の
仏
教
観

の
底
流

に
あ

り
、
彼

の
世
界
観

も
又
、

こ
の
よ
う

な
貴
賎
観

の
上
に
成
り
立

っ
た
も
の
で
あ

る
。
宋
代

か
ら
梁

代
に
か
け
て
官
僚

と
し
て
日

の
あ
た
る
場

所
を
歩

い
た
沈
約

は
、
結

局
人
間

全
体

へ
と
広

が
る
救

い
を
求
め
た
の
で
は
な
く

「
貴
」

に
在

る
自

己
唯

一
の
救

い
に
終
始

し
、
全

て

の
衆
生
が
救

わ
れ
る
べ
き
大
乗
的
精
神

か
ら
仏
教
を
見

た
の
で
は
な

い
。
彼

に

と

っ
て
は
、
自

己
の
厭
世
を
後
世

へ
と
持
ち
込

む
理
論

と
し
て
神
不
滅
論

が
あ

り
、

養
生
を
主
張
す

る
神
仙
説

と
な
ん

ら
変

わ
り

は
な
か

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

厭
世
観
か
ら
現
世
を
後
世

へ
持
ち
込
む
理
論

と
し
て
仏
教
を
理
解

し
た
沈
約

は

万
物
に
与
え
ら

れ
る
べ
き
慈
悲
心
を
ど

の
よ
う

に
見

て
い
た
の
で
あ

ろ
う

か
。

(
7
)
釈

氏
之
教
義
本
二
慈
悲
幻
慈

悲
之
要
、

全
レ
生
為
レ
要
。

恕
レ
己
因
レ
心
、
以
レ
身

観
レ
物
。

欲
レ
使
下
二
抱
レ
識
懐
レ
知
之
類
、

愛
レ
生
忌
レ
死
之
群

一各
遂
中
蕨
宣
加

と
述

べ
る
よ
う
に
仏
教

の
要
諦
を
慈
悲

に
求
め

た
。
究
寛
慈
悲
論

に
お

い
て
沈

約

は
慈
悲

の
具
体
的
な
実
賎

と
し

て
殺
生
を
禁
じ
、

肉
食

を
止
め
、
絹
衣
を
着

る
こ
と
さ
え
禁
じ

て
い
る
。

又
、

他
者

の
生
命
を
全

う
せ
し
め
る
こ
と
が
慈
悲

の
要

で
あ
る
と
述
べ
る
所
に
彼

の
養
生
観
が
伺
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
万
物

に

与

え
ら

れ
る
べ
き
慈

悲
が
彼
に
と

っ
て
は
神
不
滅

へ
至

る
方
法
論

と
し
て
受

け

と
め
ら

れ
て
い
た

こ
と
が
理
解

で
き
よ
う
沈
約
が
仏
教

の
根
本
義
を
慈
悲

に
求

め
た
理
由
は
彼

の
生
き
た
宋

か
ら
梁

に
至
る
時
代
背
景

に
も
求

め
ら
れ
る
。
宋

書

の
自
序
に
よ
れ
ば
、
父

の
沈
瑛

は
元
嘉
三
十
年

に
宋

の
文
帝

が
皇
太

子
劉
助

に
殺
さ
れ
る
事
件
に
ま
き
込
ま
れ
殺

さ
れ
て

い
る
。

こ
の
事
件
に
よ

っ
て
幼
少

の
沈
約
は
孤
貧

の
中
に
あ

っ
た
。

又
、
永

明
十
七
年
、
斉

の
武
帝
が
没
す

る
や

悪

名
高

い
諺
林
王
が
即

位
し
、
彼

の
友
人
で
あ
る
王
融
が

ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画

し
て
失
敗
し
獄
死
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
乱
世
に
生
き
た
者
と
し
て
の
人
間

存

在
に
対
す
る
不
安
か
ら
自
己
唯

一
の
救

い
を
求
め
る
傾
向
を
生
み
出

し
、
彼

の
慈

悲
論
を
展
開
し
た
の
で
あ

ろ
う
、
彼

の
人
間

存
在
に
対
す
る
不
安

は

(
8
)而
俗
迷
日
久
、
論
惑

難
レ棄
。

革
レ
之

一
朝
則
疑

怪

莫
レ
啓
。

設
レ
教

立
レ
方
、

毎
由
二漸

教
綿
又
以
二情
嗜
所
7
深
、
甘
膜

為
レ
甚
、
嗜

深
二
於
情

↓
尤
難

二頓
革

↓

と
述
べ
る
意
識
か
ら
出
発
し

「釈

氏
の
教
義

は
慈

悲
を
本
と

す
。
」

と

し

た
思

い
が
出
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
沈
約

の
仏
教
観

は
、
彼

の
知
識
人
、

士
大
夫
と
し
て
の

立
場
か
ら
立
論
さ
れ
、

又
そ
の
目
的
は
、
個

人
的
な
隠
世
観
や
厭

世
、
慈
悲
論

で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
仏
教
観
は
、

苑
績

の

「仏
教

は

自

己
中
心
的
で
あ
り
、
功

利
的
で
あ

る
。
」

と
述

べ
た
批
判
に
甘
ん

じ

な

け

れ

ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ

り
、
本
来
、

般
若

経
な
ど
に

「
諸
法
亦
如
是
無
自
性
、

諸
法
和
合
生
故

無
自
性
」

と
述

べ
ら
れ
る
よ
う
な
、

自
己
を
越
え
た
動

的
な
立

場

か
ら
は
遠

い
も
の
で
あ

っ
た
。
彼

が

「慈
悲
」

の
概
念
な
ど
を
問
題

に
し
た

と
は
言
え
、

貴
族

で
あ

っ
た
沈
約

の
仏
教

理
解

に
対
す
る
限
界
が
あ

っ
た
と
言

え
よ
う
。
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